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第１章 総則 

 （趣旨） 

第１条 この規程は、明治大学学則（昭和２４年規則第６号。以下「学則」

という。）第３８条の３の規定に基づき、科目等履修生及び聴講生につい

て、必要な事項を定めるものとする。 

 （科目等履修生の種類） 

第２条 明治大学（以下「本大学」という。）における科目等履修生とは、

次に掲げる者をいう。 

(1) 単位修得を目的として、学部の科目を履修する者（以下「学部科目

等履修生」という。） 

(2) 教育職員免許状の取得を目的として、必要な科目を履修する者（以

下「教職課程科目等履修生」という。） 

(3) 学芸員の資格取得を目的として、必要な科目を履修する者（以下「学

芸員養成課程科目等履修生」という。） 

(4) 社会教育主事の資格取得を目的として、必要な科目を履修する者（以

下「社会教育主事課程科目等履修生」という。） 

(5) 司書の資格取得を目的として、必要な科目を履修する者（以下「司



書課程科目等履修生」という。） 

(6) 司書教諭の資格取得を目的として、必要な科目を履修する者（以下

「司書教諭課程科目等履修生」という。） 

(7) 単位修得を目的として、外国の高等教育機関に在籍する者で、本大

学に留学し、学部の科目を履修するもの（以下「短期留学科目等履修

生」という。） 

 （科目等履修生及び聴講生の入学の時期） 

第３条 科目等履修生及び聴講生の入学の時期は、学期の始めとする。 

 （科目等履修生及び聴講生の在学期間） 

第３条の２ 科目等履修生及び聴講生の在学期間は、１学期のみの科目を履

修又は聴講する場合は６か月、２学期にわたり科目を履修又は聴講する場

合は１年とする。ただし、所属学部の教授会が認めた場合は、在学期間を

更新することができる。 

 （科目等履修生の選考及び聴講生の許可） 

第４条 科目等履修生の選考及び聴講生の許可は、この規程による科目の履

修又は聴講を開始する学期の始めまでに行うものとする。 

 （科目等履修生証及び聴講生証の交付） 

第５条 科目等履修生には、科目等履修生証を交付する。 

２ 聴講生には、聴講生証を交付する。 

 （成績表及び証明書の交付） 

第６条 科目等履修生には、成績表を交付するほか、本人の請求により、所

定の証明書を交付する。 

２ 聴講生には、本人の請求により、所定の証明書を交付する。 

第２章 学部科目等履修生 

 （出願資格） 

第７条 学部科目等履修生の出願資格を有する者は、学則第２４条各号のい

ずれかに該当する者とする。 

 （選考） 

第８条 学部科目等履修生の選考は、次条に規定する所属学部の教授会にお

いて行う。 

 （所属） 

第９条 学部科目等履修生の所属学部・学科は、履修を希望する主な科目が

設置されている１つの学部・学科とする。 

 （履修を許可する科目） 

第１０条 履修を許可する科目は、各学部において、毎年度定める。 



 （履修できる単位数の上限） 

第１１条 履修できる単位数の上限は、１学期につき１６単位とする。 

 （他の学部に属する科目の履修） 

第１２条 他の学部に属する科目を履修しようとする場合は、当該学部の承

認を得て、履修することができる。 

第３章 教職課程科目等履修生 

 （出願資格） 

第１３条 教職課程科目等履修生の出願資格を有する者は、次の各号のいず

れかに該当する者とする。 

(1) 本大学を卒業した者 

(2) 本大学以外の大学を卒業し、明治大学大学院（以下「本大学院」と

いう。）に在学する者 

(3) 本大学以外の大学であって、原則として、教職課程の課程の認定を

受けている大学を卒業した者 

 （選考） 

第１４条 教職課程科目等履修生の選考は、教職課程担当専任教員会議にお

いて行い、次条に規定する所属学部の教授会の承認を得るものとする。 

 （所属） 

第１５条 教職課程科目等履修生の所属学部・学科は、次の各号に掲げる区

分に応じ、当該各号に掲げるとおりとする。 

(1) 本大学を卒業した者 原則として、卒業学部・学科とする。 

(2) 本大学以外の大学を卒業した者 取得しようとする免許状の種類及

び教科にふさわしい学部・学科とする。 

２ 前項第１号に掲げる者で、取得しようとする免許状の種類及び教科によ

って、科目履修上、やむを得ないと認められるものについては、同項第２

号の規定を準用する。 

 （履修を許可する科目） 

第１６条 履修を許可する科目は、教育職員免許状の取得に必要な科目とす

る。ただし、科目によっては、履修を制限することがある。 

 （履修できる単位数の上限） 

第１７条 同一年度に履修できる単位数の上限（以下「年度履修制限単位数」

という。）は、教育職員免許状の取得に必要な科目のうちから４６単位と

する。この場合において、教科に関する科目の年度履修制限単位数は、３

２単位とする。 

２ 既に１教科以上の免許状を取得している者が他の教科の免許状を取得し



ようとする場合における教科に関する科目の年度履修制限単位数は、前項

後段の規定にかかわらず、４０単位とする。 

第４章 学芸員養成課程科目等履修生、社会教育主事課程科 

      目等履修生、司書課程科目等履修生及び司書教諭課程 

      科目等履修生 

 （出願資格） 

第１８条 学芸員養成課程科目等履修生、社会教育主事課程科目等履修生及

び司書課程科目等履修生の出願資格を有する者は、大学を卒業した者とす

る。 

２ 司書教諭課程科目等履修生の出願資格を有する者は、次の各号いずれか

に該当する者とする。 

(1) 教育職員免許状を取得している者 

(2) 当該履修年度に教職課程科目等履修生となる者で、教育職員免許状

の取得に必要な科目のうちから別に定める特定科目の単位を修得して

いるもの又はその科目を当該年度に履修するもの 

 （準用規定） 

第１９条 第１４条の規定は、学芸員養成課程科目等履修生、社会教育主事

課程科目等履修生、司書課程科目等履修生及び司書教諭課程科目等履修生

の選考について準用する。この場合において、同条中「教職課程担当専任

教員会議」とあるのは、「学芸員養成課程、社会教育主事課程、司書課程

又は司書教諭課程の担当専任教員会議」と読み替えるものとする。 

（所属） 

第２０条 学芸員養成課程科目等履修生、社会教育主事課程科目等履修生、

司書課程科目等履修生及び司書教諭課程科目等履修生の所属学部・学科は、

次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に掲げるとおりとする。 

(1) 本大学を卒業した者 原則として、卒業学部・学科とする。 

(2) 本大学以外の大学を卒業した者 卒業学部・学科に最も類似した学

部・学科とする。 

 （履修を許可する科目及び単位数） 

第２１条 履修を許可する科目及び単位数は、それぞれ、学芸員、社会教育

主事、司書又は司書教諭の資格取得に必要な科目及び単位数とする。 

第５章 教職課程等の複数課程の科目の同時履修 

 （履修できる単位数の上限） 

第２２条 科目等履修生として、教職課程、学芸員養成課程、社会教育主事

課程、司書課程及び司書教諭課程のうち、２つ以上の課程の科目を履修す



る場合における年度履修制限単位数は、４６単位とする。 

第６章 短期留学科目等履修生 

 （出願資格） 

第２３条 短期留学科目等履修生の出願資格を有する者は、外国において 

学士号又は学位の授与権を有する高等教育機関等に在籍する者で、履修を

希望する科目について、受講能力があると認められるものとする。 

 （準用規定） 

第２４条 第８条から第１２条までの規定は、短期留学科目等履修生につ

いて準用する。この場合において、第８条及び第９条の規定中「学部科目

等履修生」とあるのは「短期留学科目等履修生」と読み替えるものとする。 

第７章 聴講生 

 （出願資格） 

第２５条 聴講生の出願資格を有する者は、聴講を希望する科目について、

受講能力があると認められる者とする。 

 （準用規定） 

第２６条 第８条から第１０条までの規定は、聴講生について準用する。こ

の場合において、第８条から第１０条までの規定中「学部科目等履修生」

とあるのは「聴講生」と、「履修」とあるのは「聴講」と読み替えるもの

とする。 

第８章 雑則 

 （事務） 

第２７条 成績管理、証明書発行その他科目等履修生及び聴講生に関する事

務は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に掲げる部署が行う。 

(1) 学部科目等履修生及び聴講生 教務事務部各学部事務室又は中野キ

ャンパス事務部中野教務事務室 

(2) 教職課程科目等履修生、学芸員養成課程科目等履修生、社会教育主

事課程科目等履修生、司書課程科目等履修生及び司書教諭課程科目等

履修生 教務事務部資格課程事務室 

 （実施規定） 

第２８条 この規程に定めるもののほか、科目等履修生及び聴講生に関し必

要な事項は、それぞれ、毎年度定める募集要項による。 

 （委任） 

第２９条 本大学院に在学する者が第２条の科目等履修生として学部等の

科目を履修する場合における履修許可、履修料等については、別に定める。 

附 則（１９９３年度規程第１６号） 



この規程は、１９９４年（平成６年）４月１日から施行し、同年３月

１日から適用する。 

（通達第７６５号） 

附 則（１９９９年度規程第２２号） 

この規程は、２０００年（平成１２年）４月１日から施行する。 

（通達第１０５１号）（注 司書課程及び司書教諭課程の設置に伴う当該条項の改正） 

附 則（２０００年度規程第２１号） 

この規程は、２００１年（平成１３年）４月１日から施行する。 

（通達第１１０４号）（注 事務機構改善に伴い、教職等課程事務室を資格課程事務室に改

めるための改正） 

附 則（２００３年度規程第２３号） 

この規程は、２００４年（平成１６年）４月１日から施行する。 

（通達第１２５６号）（注 学芸員養成課程科目等履修生の出願を他大学の卒業者もできる

ようにするための改正） 

附 則（２００７年度規程第２１号） 

この規程は、２００７年（平成１９年）９月１０日から施行する。 

（通達第１５６２号）（注 事務機構改革の実施による部署名称等の変更に伴う改正） 

附 則（２００９年度規程第７号） 

この規程は、２００９年（平成２１年）６月１０日から施行し、改正後の

規定は、同年４月２２日から適用する。 

（通達第１８０７号）（注 事務機構第二次見直しによる部署名称等の変更に伴う改正） 

附 則（２０１２年度規程第４０号） 

この規程は、２０１３年（平成２５年）４月１日から施行する。 

（通達第２１４２号）（注 中野キャンパスに係る部署の新設に伴う改正） 

附 則（２０１４年度規程第１１号） 

この規程は、２０１５年（平成２７年）４月１日から施行する。 

（通達第２２７６号）（注 短期留学科目等履修生の新設並びに科目等履修生及び聴講生の

入学時期等を学期単位に変更することに伴う改正） 

附 則（２０２１年度規程第６号） 

この規程は、２０２１年５月２７日から施行し、改正後の規定は、２

０２２年度に入学する者から適用する。 

（通達第２７９０号）（注 短期留学科目等履修生制度に係る資格要件の緩和に伴う改正） 

 


